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Abstract
Thepurposeofthisstudyistotracethedevelopmentofalumnirelationsofcollegesand
universitiesintheUnitedStates.Theformationofalumniassociationsdatesbackto1821,when
WilliamsCollegeorganizedthefirsteveralumniassociationintheUnitedStates.Following
Williams,collegeslikeHarvard,Yale,andPrinceton,establishedtheirownalumniassociations,and
alumnirelationsgraduallydeveloped.In1927,theAmericanAlumniCouncilwasorganized,and
DanielL.Grantconductedthefirstnationalsurveyfocusingonalumnirelationsofcollegesand
universities.Thoseeventssymbolicallyrepresentedtheestablishmentofalumnirelationsinthe
UnitedStates.
InstitutionsinJapanhaverecentlyrecognizedtheimportanceofalumnirelations,andarenow
launchingvariousstrategieswithaviewtoenforcingalumnigiving.However,itiswellknownthat
HarvardUniversityrunssome35billiondollarsinendowmentfunds,butitisnotwellknownin
JapanthatalmostonehundredyearsagoHarvardalreadygeneratedmorerevenuefromalumni
fundsthanfromtuitionfees.Ultimately,forAmericanhighereducation,some200yearswere
neededfromthefoundingofHarvardin1636untiltheorganizationoftheSocietyofAlumniof
WilliamsCollegein1821,andanother100yearsfortheestablishmentofalumnirelationsin1927.
Japaneseinstitutions,withlittlesuchpreciousexperienceintermsofalumnirelations,cannotbe
toocarefulinhandlingtheiraccounts.
Lastbutnotleast,throughalumnirelations,institutionscanstrengthentheirorganizational
administrations,promotegoodpracticesincourseworks,improvecareerdevelopmentservices,
andintroducevariousfacultydevelopmentactivities,aswellassimplyaskingalumniforgiftsand
donations.Exceptforfundraising,alltheseinestimablefactorshavebeenpracticallyignoredin
Japan,butitwillbethesenewlyfoundinvaluableaspectsofalumnirelationsthatJapanese
institutionsmustconcentrateoninordertostandoutfromthefiercecompetitionfromotherrivals.
1.は じめ に
アメ リカでは、3兆 円以上の規模 を誇 るハーバー ド大学 を筆頭 として、多 くの有力大学が豊富な
大学基金 を もつ ことが知 られている。 この ことをふまえて、 日本 の大学が国際的な通用性(中 央教
育審議会2008)ない し競争力を確保す るには、「一過性 の記念事業型募金 に頼 るだけでは不十分で、
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恒常的かっ大規模 な大学基金の確 立が不可欠」(東京大学2008:31-32)な前提 であるとの認識が国
公私立を こえて広まってい る(注1)。大学 の寄付金戦略 に関す る研究 もな され るよ うにな り、2006年
には 『IDE現代の高等教育』誌 が特集 を組 み、現在では東京大学 と野村讃券の共 同研 究が進行 して
いる。それ らにおいて も、アメ リカの寄付金戦略の事例 は注 目されてい る(田中2006,丸山2006,
小林他2007,Lapovsky2007,小林他2008,ReedandReed2008)。
しか し、そ うした大学基金運用や寄付募集 の実践において必要不 可欠であ る、卒業生の組織化や
同窓会 に関す る研 究 は国 内には思 いの ほか少 な く、ア メ リカ を対 象 とす るものは わず か に清水
(1987)、喜多村(1990)、飯野(1997)、山 田(2003,2007)などが見 られ るにすぎない。 これ に対
して、アメ リカではAlumniStudies(卒業生研 究)と 呼 ばれ るAlumniSurvey(卒業生調査)を 中心
とした卒業生 の調査研 究や、AlumniRelations(校友行政)(注2)と呼ばれ る卒業生 と大学 との関係 や
AlumniAssociation(同窓会、校 友会)(注3)をめぐる実践研 究が盛 んである。現在 、 日本 の高等教育
機 関で導入 が盛んなInstitutionalResearch(IR;機関研究)に おいて も、ア メ リカでは卒業生 に対す
る調査研 究は、IRの重要な一分野を担 うAlumniResearchとして独 立 した研究分野 を形成 している。
研究者組織 について も、IRの学会組織であるTheAssociationfbrInstitutionalResearch(AIR)に対 して、
AlumniResearchやAlumniRelationsの学会組織 にtheCouncilfbrAdvancementandSupportofEducation
(CASE)があるこ とか らも、アメ リカにお ける校友行政の重要性がわかる。
本稿 では、卒業生 の組織化や 同窓会の発 展 に関す る、アメ リカの大学におけ る校友行政(Alumni
Relations)の生々発展 の歴史的構造 を明 らかにす ることをめざす。アメ リカの最初 の大学 として1636
年 に現在 のハ0バ0ド 大学が誕 生 したが、本格的な同窓会 が初めて組織 されたのは1821年の ウィ リ
アムズ ・カ レッジにおいてであった。それ以降、各大学の同窓会は大学 に対す る組織的な経済支援
と政治的支援 を通 してカ を備 えるよ うにな り、1930年前後 までに卒業生の組織化 が完成 した とされ
る(Sailor1930,Grant1931)。そこで本稿 では、最初 の同窓会が誕 生 した1821年以前 を前史 とし、
1821年か ら校友行政 がおお よそ完成 した と言 われ る1930年前後までの期間 を中心 としてアメ リカの
大学やカ レッジにおける校友行政 の発展史を記述す る。
本論考 と同時代のアメ リカの校友行政の研究 にWebsterS.Stoverがあげ られ る(Stover1930)。
Stoverはウィ リアムズ ・カ レッジに同窓会が設 立 された1821年と、アメ リカの高等教育機 関の拡大
傾 向に変化 の生 じた1893年で三段 階に区切 り、それぞれ の段階における各機 関の学長 と同窓生 との
関係 を歴 史的に考察 した。それ に対 し本論考で はStoverの研 究成果 を引用す る一方で、Stoverの時
代枠組 みを離れ、論考 の中心を ウィ リアムズ ・カ レッジに最初の同窓会が設 立 された1821年以降の
校友行政 の成立 ・発展 ・完成に置 く。21世紀 に入 った現代 の視点か ら当時のアメ リカの校友行政 を
振 り返 るにあた り、Stoverの研 究時期である1930年前後 ほ ど、1893年を境 とす るアメ リカの高等教
育 の状況変化 が現代 の校友行政 に特別な示唆 を与 えるものではない点 が一つの理 由であ る。 も う一
つ の理由は、1821年に ウィ リアムズ ・カ レッジに最初の同窓会が成 立 して以来 のアメ リカの校友行
政 の展開を傭轍で捉 えて比較を進 める方が、現代 日本 の高等教育が抱 える論 点に対 して よ り深い示
唆 を得 られ るか らである。つま り当時のアメ リカ における校友行政 の展開がいかに現代 日本 の高等
教育改革に結びついているかに視点 を昇華 し、具体的には、組織 改善、寄付戦略、教育改善、 キャ
リア支援、FD(FacultyDevelopment;大学教員 の研修)と い う五つ の枠組みか ら当時のアメ リカの
校友行政 を現代的な視点で捉え直 して行 く。
た しかにアメ リカの校友行政 は大学の基金運用や寄付戦略の土台を形成す るものであ り、その歴
史 を通観す るこ とに よって、アメ リカの大学 と同窓会の関係、ひいては大学の寄付戦略のあ り方に
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ついて、 よ り深い理解 に到達す ることが期待 され る。一方 でアメ リカの校友行政 は寄付戦 略に とど
ま らず、同窓会はカ リキュラム改革や組織 改善 、就職斡旋や大学評価 な どに貢献 してい る。そ うし
たアメ リカの大学の同窓会が持つ機能 の多様性 を以下では明 らかに したい。
H.卒業生が組織化されていなかった時代の大学 と卒業生の関係
アメ リカのカ レッジや大学の卒業生や校友組織 に関す る研究は1930年前後か らま とまった形で見
られ るよ うに なった。勃興 した校友行 政 の初期 の歴 史 をま とめた研究 で ある"ImprovingAlumni
Relations"においてJ.L.Morril1(1938:236)が指摘 した よ うに、1922年のWil仕edB.Shawの"ANew
PowerinUniversityA飴irs"は、アメ リカのカ レッジや大学 の卒業生や 同窓会を論 じる最初 の論考の
一つであ り、卒業生や 同窓会を中心 に取 り上げた論考はShaw以前 には管見の限 り見 当た らない よ
うである。 さらに卒業生の研究や、その組織化 に関す る包括的 な研 究がR.W.Sailor(1930)によっ
て引き継 がれ、創 刊当時の高等教育研究誌 、 窃θノb㎜∂ノof劫渤 θrEぬo厩1加の1930年の号に掲載 さ
れてい る。
ShawやSailorは、アメ リカのカ レッジや大学ではそ の誕生以来、長い間同窓会 は組織化 されなか
った ことに言及 している。ハーバー ド大学は1636年の設 立以来、卒業生の活動 自体は活発 だった も
のの長い間同窓会は組織化 されなかった。 イェール大学では、1792年以来、卒業年次 ごとに同級生
代表の幹事 をアメ リカで初 めて設定 していた ものの、同窓会の設 立までは至 らなかった。 アメ リカ
で記録に残 る最 も古い同窓会は1821年に組織化 された ウィ リアムズ・カ レッジの卒業生組織であ り、
その後 続 々 と組織 化 され てい った 同窓会 の総数 は、1930年には全米 で約250にまで増加 していた
(Sailor1930:339)。
卒業生が組織化 され る以前におけるアメ リカのカ レッジや大学の主だった収入源 についてStover
(1930:3-11)は、地域行政か らの資金、学生納付金 、様 ・々な寄付 、そ して卒業生か らの寄付の四
種類 をあげてい る。発足 当時のアメ リカの大学 に とって卒業生か らの寄付は学校運営の重要 な部分
を占めた。 当時の卒業生 による寄付 は、富裕 な卒業生の個人 による寄付の利用対象 を指定 した納付
(restrictedgi仕s)が主要な形式で、例 えば1773年に発行 されたハーバー ド大学 の 窃θOo刀磁b刀βo譜
によると、個人か らの寄付の多 くは整備 が進む校舎や図書館や寄宿設備な どに充 当 されている。一
方 で卒業生による寄付形態 として無名の個人 による少額寄付の重要性 を、 こ うした少額 寄付 は合計
すれば大きな金額になるこ と、そ して使 途が限定 されていない寄付(unrestrictedgi館)はカ レッジ
や大学の財政 に好ま しいイ ンパク トを与 えることに言及 してい る。
皿.卒 業生の組織化
1同 窓会の設立と、大学と卒業生との関係の変化
① 同窓会の設立
1821年、「教育 を受 けた母校の支援 ・援護 ・発展 を 目指 して、支援体制 を統合 した卒業生組織」 と
して ウィ リアムズ ・カ レッジに最初の同窓会が設立 され た(Shaw1922:681)。その 目的は当時の学
長 と理事会 の対立に よる母校 の混乱 を収束す るためとも言 われ、25000ドル の募金が集 め られ、新学
長 の名 を冠 した新 しい教会が建設 された(Stover1930:13-14)。続いて1826年、HenryEdwards上院
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議員 を議長 に、ProfessorMacleanを同窓会幹事 に迎 え、プ リンス トン大学 に 「母校の利益 と卒業生
の親睦を深 めるために」 同窓会 が設立 された(Wertenbaker1946:181-182)。
ウィ リアムズ ・カ レッジ、プ リンス トン大学 に同窓会 が生まれて以来、1832年にマイア ミ大学、
1838年に ヴァ0ジ ニア大学、1839年にオバ0リ ン ・カ レッジ とデニ ソン大学、1840年にハーバー ド
大学、1842年にアマース ト ・カ レッジ とブラ ウン大学、1854年に コロンビア大学、そ して1860年に
ミシガ ン大学 と、19世紀前半は同窓会が次々 と生まれた時代であった。そのほ とん どは卒業生 自身
によって組織化 され、中には大学運営への援助 を 目的 としたもの もあった ものの、多 くのカ レッジ
や大学の卒業生組織 の創設 当初 の 目的は読書会 を中心 とした社交が中心だった(Shaw1922:681)。
20世紀に入 る と、その成立背景か ら卒業生の組織化に と りたてて積極的ではなかった州 立大学 にお
いても卒業生 の組織化 が進んだ。 オハイオ州 立大学学長 のThompsonは1925年の年次報告 において
卒業生の組織化の必要性 を説いている(Stover1930:45-46)。
② 法人、理事会
アメ リカの高等教 育の歴史を著 したFrederickRudolphは、徐々に力 を備 えたカ レッジや大学の卒
業 生が、19世紀後 半か ら同窓会 を通 じて母校 の運営 に参加す る状況 を取 り上 げてい る。Rudolph
(1962:428)は、1865年に州か ら完全 に独 立 したハ0バ0ド 大学が監督者理事会 の選出を卒業生に
委ねた ことをもって、同窓会か ら卒業生理事 を母校の理事会 に送 り出す動 きの始 ま りとした。
一方で学長側か らの卒業生組織へ の働 きかけ として、1868年にブラ ウン大学 においてCaswellg学
長 と卒業生代表 との話 し合いが もたれ、同窓会 の支援機能 の強化 および大学理事会への参加 が決め
られた。1870年にフランク リン ・カ レッジは同窓会に対 してその年 の決議の支持 を要請 した。 さら
に1880年、ジ ョ0ジ タ ウン学長 のHealyは、全 く機 能 していなかった校友組織 を解体 し、 自ら校友
組織 を組織化 した。1881年、ジ ョー ジタ ウン大学の創 立年 であ る1811年以来全て の年次 を含 む118
人 の卒業生を集 めて同窓会が正式 に発足 し、初代委員 には現役 学長 であるHealy自身が選 出 された
(Stover1930:15-18)0
こ うした寄付 による大学財 政へ の経済的な貢献や、大学行政 を支持す ることによる政治 的な支援
を通 じて各校 の同窓会 はカ を備 え始 めた。1865年のハーバ0ド 大学にお ける卒業生の大学運営への
正式な参加 を皮切 りに、1868年に ウィ リアムズ ・カ レッジ、1870年にボウ ドイン ・カ レッジ とオバ
0リ ン ・カ レッジ、1872年にイェ0ル 大学 とコ0ネ ル 大学、1874年にアマース ト・カ レッジ とブ ラ
ウン大学 にお いて評議 会や理 事会 を通 じた卒業 生 の大 学運 営へ の参加 が始 ま った(Shaw1922:
681-682,Rudolph1962:428-430)o
③ 全学統一校友会へ さらなる組織化
19世紀前 半に同窓組織 が生まれ始 めた頃は、卒業生 自身 によって同窓会が組織化 され るものがほ
とん どであった。 ところが、19世紀後半か ら20世紀前半にかけて安 定 した恒久的な基金確 立要請 を
背景 に、 自然発生的で互助会的であった卒業生組織 を一本化 してカ レッジや大学側 との連携 を強化
し、全学校友会(GeneralAlumniAssociation)を組織化す る動 きが 目立ってきた。
ペ ンシルバニア大学 では1895年、副学長 のPepperが全学校友会(TheGeneralAlumniSociety)を
設立 し、その後校 友雑誌(TheAlumniRegister)を創刊 した。イェール大学学長Hadleyは1904年、
イ ェール大学全体の管理運営を担 当す るコーポ レーシ ョン(TheCorporation)と全国の校友 との積
極的な交流 を促すため、100人以上 の会員 を持つ全てのイ ェール大学 の同窓会組織 に、校 友諮 問委員
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会(TheAlumniAdvisoryBoard)の設立 を呼びかけた。その結果1906年に校友諮 問委員会が設 立 され
た。また校友 との連携 の重要性 を鑑みたボス トン大学の学長Marshは1926年、全 ての学部 、部局の
校 友 の代 表者 を41人集 め、学長 と ともに働 く機i関と して全学統 一校友 会(All-UniversityAlumni
Association)を設立 した(Stover1930:42-44)。
こ うした全学校 友会や校友諮 問委員会の設 立で共通 してい るのは、一つにはそれ らの組織 がカ レ
ッジや大学 とい う機 関側 か らの働 きかけで設 立 された こと、そ して もう一つはそれ らの設 立の最大
の 目的が経営資源 の確保、つま り校友か らの使途制限のない寄付金 を通 じた安定的基金 の確立であ
ったことである。
卒業生 との連携 、つま り校 友行政 の重要性 を当時のカ レッジや大学 が認識 していた例 として、ハ
ーバー ド大学学長のEliotは主要 な校友組織(当時のハーバー ド大学の同窓会は統一 されていなかっ
た)の 一つであるTheAssociatedHarvardClubsにおいて、校友組織 の重要性 を説 いてい る。 さらに
ダー トマス ・カ レッジ学長のTuckerは、自ら各年 次の同窓会幹事 を招集 して全学校 友会 を設立 した。
Tuckerは、その全学統一校 友会 の開催 と、そ こに参加す る各年 次の同窓会幹事 を通 じて、ダー トマ
ス ・カ レッジの校 友 と母校の円滑な関係 を確 立 した(Stover1930:44-45)。
2基 金の設立、寄付募集戦略
① 目的意識
現代の校友行政における課題の一つに卒業生からの寄付を中心とした基金の効果的な運営があげ
られる。卒業生との関係や組織の変革を通じた最大の目的は、安定的な基金の確立であった。そう
した使途を限定されない安定的な基金の確立は、卒業生の組織化と並行してアメリカのカレッジや
大学において取り組むべき課題として意識されていた。
② 基金 の設立
校友組織 による基金設立 に最 も早 く取 り組 んだのがイェール大学だった。1850年にイェール大学
の学長Woolseyは、授業料収入 に頼 らない収支構造 を 目指 した恒久的基金 の確立の必要性 を説 いた。
Porter学長 時代の1872年に校 友の理事会参加 が始ま り、1890年、イェール大学は全米初 の校友基金
であるTheYaleAlumniFundAssociationを設 立 した(Geiger2000:31-33)。その設立 に携 わったの
はイ ェール大学全体の管理運営を担 当す るコー ポ レーシ ョンであった。つま り、イ ェール大学の校
友基金はその設立当初 か ら校 友行政 の一部 として成立 したものであ り、大学の管理運営組織 と密接
な関係 を持 っていたのである。基金 の活動は、年単位 の使途制限のない募金 の管理 を行 い、各年度
にその年 の募金者 を顕彰す る機 関紙 を発行 し、校友以外 か らの募金 について もその管理運用 をす る
ものであった。設立か ら37年を経た1927年の6.月30日時点で、TheYaleAlumniFundAssociationは、
7,729,092ドル もの基金を集 めるに至った(Stover1930:52)。
それでは今 日、世界一 の大学基金規模 と運用益 を誇 るハ0バ0ド 大学は ど うだったのか。ハーバ
ー ドとい う名称の由来 が開学二年後 の1938年のJohnHarvardの死をきっかけ とした遺産の寄付であ
ったよ うに、ハーバー ド大学 は開学以来様 々な寄付 によって成長 した(Morison1936:9)。ハーバ
0ド 大学学長 のEliotは1882年の年次報告 において、その運用利 息の活用までを も視野に入れ て使 途
に制限のない恒久的基金 の拡大を取 り上げている。Eliotは奨学基金 の効果的な運用 にも関心を持っ
ていた。1878年、1853年か ら1872年の間にハ0バ0ド 大学 において奨学金 を利用 した後に卒業 した
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校 友282人に質 問票 を送付 し、奨 学 金 が 卒業 後 の人 生 に与 えた影 響 な どに関す る調 査 を行 った 。そ う
した 調 査 を踏 ま えた 上 でEliotはそ れ らの校 友 に奨 学基 金 へ の援 助 を求 めた とこ ろ、そ の ほ とん どが
ハ ー バ ー ド大 学 の奨 学 基 金 へ の募 金 に応 じた(Stover1930:26-29)。
そ の後 ハ0バ0ド 大学 は1889年に は6,874,000ドル まで そ の投 資 を確 保 し、1913年には27,500,000
ドル まで 増 大 させ て い る。 ち な み に1912年か ら1913年の ハ ーバ ー ド大 学 の年 間総 収 入 は2,657,546
ドル で あ る が 、そ の うち寄 宿 費 な どを含 めた 学費 収 入 が876,000ドル に過 ぎない の に対 し、投 資 収 益
が1,274,000ドル で あ る(Stover1930:40-41)。ハ ー バ ー ド大学 の一 年 あた りの投 資 収 益 は 、1913
年 時 点 に お いて す で に 、年 間総収 入 の約 半 分 、学費 の1.5倍に達 してい た の で あ る。現 代 のハ ー バ ー
ド大 学 の 強 さは19世紀 に端 を発 し、20世紀初 頭 には 完成 してい た と も言 え る。
③ 寄付戦略の進化
さらに20世紀 に入 ってか ら生まれ た寄付募集方式 としては校友に よる遺贈(AlumniBequests)の
変形である 「遺贈保 険(BequestInsurance)」があげられ る。プ リンス トン大学学長のHibbenによ
る1922年の年次報告 において、1916年の卒業生 か ら導入 してい る 「遺贈保 険」制度 によって、保 険
期 間満 了 となる1936年度以降、プ リンス トン大学 に毎年75,000ドル の寄付が期待 できるとのこ とで
ある。プ リンス トン大学 による 「遺贈保 険」制度 をその他 のカ レッジや大学 もこぞ って取 り入れた
が、この制度 に関 して1930年当時、プ リンス トン大学の優位 は変 わっていなかった(Stover1930:
71-73)0
3教 育カリキュラム改革と卒業生組織
① 教育カリキュラムと校友
日本ではアメリカの大学の校友行政というと寄付金戦略や基金運用ばかり取り上げられることが
多い。しかし実際はアメリカにおける校友行政は資金調達にとどまらず多岐に渡っており、特に卒
業生を取り込んだ形で行われてきた教育カリキュラム改善の取り組みは卒業生の組織化同様の歴史
がある。
② 自校教育の萌芽 としての校 友教育
学士課程学生 に対 して 「校 友の権利 と義務(TheRightsandDutiesofAlumni)」を伝 える 「校友教
育」は、校友 が組織化 され るの と並行 して19世紀 に始まった。 コーネル大学では学長Colbyによっ
て1867年に 「校友教育」 が導入 された。 当初 の 「校友教育」の 目的は、この時期 に顕在化 し拡大化
した校 友の様 々な役割 を現役 学生に伝 えることを通 じて、彼 らが校友 となった後 の母校 への貢献 を
円滑 に誘導す るための ものだが、結果的 には現代 の 「自校教育」の萌芽 ともなっている(Stover1930:
33-34)。ブラウン大学では1915年に学長 のFaunceも参加 のも と新入生 向けのオ リエ ンテーシ ョンに
おいて、"ToMakeAlumnioutofFreshmen"とい う明確 な意図の もとに 「校友教育」が導入 された
(Stover1930:98)。さらにダー トマス ・カ レッジでは、卒業年度 の学生 に自校 の歴史 と伝統 を学習
させ る明確 な意図を持 った校 友教育科 目(自 校教育科 目)が 存在 した。(Morril11938:241)。
③ 初 年次 教 育
1922年、 メイ ン大学 学 長 で あ っ たLittleは、新 しい新 入 生 プ ラ グラ ムの名 称 を"FreshmanWeek"
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とした。 高校 を卒業 したばか りの新入生が大学生 とな る手助 けをす る とともに、大学生が校友 とし
て社会で活躍す る準備 までを視野 においた、文字通 り 「初年次教育(接 続、導入教 育)」か ら 「校友
教育(自 校教育)」を網羅す る画期 的なコースであった。 さらにLittleは1925年、今度は ミシガン大
学学長 として校友教 育にカ を入れ た。既 にTheCollegeOrientationCoursesを持 っていたブラ ウン大
学 では、1926年の年次報告において学長Faunceが、Providenceの同窓会に所属す る85人の校友が250
人 の新入 生のア ドバ イザ0と なって面談な どを行 った ことを報告 してい る(Stover1930:92-99)。
そ して この時期 にまでには多 くのカ レッジや大学で、新入生 を未来 の校友 と認識 し、 自校 に対す る
理解 とプライ ドを植 え付 ける"FreshmanWeek"を開催 してい ることがMorri11(1938:241)によっ
て紹介 され てい る。本質的な 目的においては若干異な るものの、現代 におけ る 「初年次教育」 ある
いは 「FirstYearExperience」に、高等教育環境への 円滑な移行が 目指 されてい る点で密接 に関連す
る教育活動 が、校 友行政 を通 じて行 われていたのであ る。
④ キ ャ リア教育
マイア ミ大学は1915年か ら"BusinessasaProfession"とい うプ ログラムを導入 した。プ ログラム
を通 じて全 ての現役学生 に向けて参加卒業生の職業や業務 について講演 を行 い、興味 を持 った学生
と講演の後 で交流 した(Shawetal.1917:91)。マサチュ0セ ッツ工科大学学長のStrattonは1924年、
卒業後に社会 で成功を収 めている校友 を招待す るための基金 を設 立 して予算を確保 した上で、最終
学年の学生向けの講演 を導入 した。Strattonの目的は就職 を 目前 に控 えた学生達 に職業知識や成功
の鍵 を伝 えるこ とであった(Stover1930:93-94)。こ うして現代にお ける 「キャ リア教育」 は20世
紀初頭 にそのひ とつの萌芽 を見せ た。
⑤ 継続教育
校友の組織化が進 む際に読書会 を通 じた社交 が求心的役割 を果 た したケースが多かった ように、
卒 業後 の継続 教育 に対す る関心 は卒 業生 が組織 化 され る以前 か ら存在 した。 ただGrant(1931:
17-18)も指摘 している通 り第一次世界大戦以降、校友 に対す る卒後教育、継続教育はカ レッジや大
学側か らの働 きかけを中心 に急速 に発展 した。1920年にはプ リンス トン大学学長 のHibbenがThe
PrincetonPlanを発表 し卒業後の継続教育への取 り組み姿勢を示 し、1923年にはアマース ト・カ レッ
ジにお いて学長Meiklejohnがアメ リカで最初の組織化 され た卒後教 育 を実行 した(Stover1930:
100-102)0
4卒 業生への就職斡旋 、キ ャ リア支援
① 卒業生へのキャリア支援政策が発展した背景
卒業生への就職斡旋サービスは、一方的に増大する卒業生への経済的依存の見返りとして、卒業
生の組織化が進んだ19世紀後半に現れた校友行政の新形態である。際限のない寄付の要請に加えて
教育面や経営面からも校友への要求を強めた当時の校友行政において、こうした就職斡旋サービス
の発展は、校友による多大な協力に対する母校からのサービスの還元という意味からも自然な成り
行きであった。
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② 就職情報の仲介
1886年にカ リフォル ニア大学学長 のHoldenは、 「学位」、 「出身校」、 「教育歴」、 「専攻」、 「宗教」、
「収入」、 「職位 」 といった質問項 目を通 じて卒業生の情報 を収集 し、教員募集 してい る各種教育機
関への情報提供 を通 じて卒業生の就職 を援助 した。驚いた ことに、「個人情報 の公開の可否」といっ
た質問項 目も、 この時期 に既 に用意 されていた(Stover1930:34-35)。
③ キ ャ リアセ ンター の 登 場
ハ0バ0ド 大 学 で は1897年、 当 時 のア メ リカ のカ レッジや 大 学 にお い て 一 二 を争 う先進 的 な取 り
組 み と して 、現 代 に お け る 「就 職 課 」 あ るい は 「キ ャ リアセ ン タ0」 の校 友版 で あ る 「校 友 の就職
や 昇 進 を担 当す る部 局(bureaufbrsecuringappointmentsandpromotions)」を設 置 した。 さ らに1901
年 の 年 次 報 告 に お い て 学 長Eliotは卒 業 生 の 就 職 環 境 に つ い て 「就 職 委 員 会(TheAppointment
Committee)」の重 要性 に触 れ て お り、1903年の年 次 報告 にお い て は就 職 サ ー ビス の充 実 を 図 るた め
有 力校 友 に よ る就 職 委 員 会 へ の支 援 を促 して い る。(Stover1930:34,94-95)。
当時 の カ レ ッジや 大 学 にお い て も学 生や 校 友 の就職 環 境 は学 生募 集 に とっ て重 要 な 要 素 で あ った
の で、 ハ ーバ ー ド大学 にお け る校 友 へ の就 職 斡 旋 サ ー ビス は瞬 く間 に拡 大 し進 化 した。 ス ミス ・カ
レ ッジ 学長Neilsonの年 次 報告 に よ る と、1922年、 ス ミス ・カ レッジ では 学校 と同窓 会 の協 力 に よ
り 「就 職 部(TheAppointmentBureau)」の機 能 を拡 大 し教 育 コ ンサル タ ン トを新 設 した。 教 育 コ ン
サ ル タ ン トの業務 は ス ミス ・カ レ ッジ校 友 の就 職 状 況 を調 査 し、就 職 部 の成 果 を上 げ る こ とで あっ
た。 同 時期 のパ デ ュ0大 学 にお い て もJ.E.Waltersの指 揮 の も と、卒 業 生 フォ ロ0ア ップ シ ステ ム
を実 行 し、校 友 や 学 生 の就職 環 境 の改 善 を 目指 した(Stover1930:95-97)。
5卒 業生によるFD、大学評価
① 卒業生の学校参加
日本の文脈 においては、アメ リカのカ レッジや大学の校友行政 とい うと経 営面や組織 面に焦点が
当た りがちである。 だが、卒業生による 「FD的活動」や、 「大学評価 的支援」 も、ア メ リカの校友
行政 において19世紀後 半か ら発達 してきた特徴 である。
② 訪 問調 査 やFD的 活 動
コ0ネ ル 大 学 学長 のWhiteは1894年、現代 にお け る 「訪 問調 査 」の よ うな い わ ゆ る 「評 価 報 告書 」
的活 動 、 あ るい は 「メ ン ター に よる講 義参 観 」 の よ うな い わ ゆ る 「FD」的活 動 を導入 した 。 この 活
動 を実 際 に機能 させ る た め に、コー ネ ル 大学 の校 友 は訪 問委 員 会(VisitingBoard)を設 立 した(Stover
1930:75-76)0
こ う した コー ネル 大 学 の動 き を追 い か け て 、ブ ラ ウ ン大学 の学長Faunceは1903年、自 ら先 頭 に立
っ て訪 問委 員 会(VisitingCommittees)を各 学 部 に一 つ ず つ設 立 し、年 次調 査 を 開始 させ た。 い くつ
か の学部 で は事 前 に前 年 度 の活 動 報 告 書 の謄 写 版(Amimeographedreportoftheworkofthepastyear)
を準備 す る よ うに さえ な った。1928年のFaunceによ るブ ラ ウン大 学年 次 報 告 書 にお い て24の学 部 や
部 局 に訪 問委 員 会 を派 遣 した こ とを あげ て お り、訪 問調 査 に あ た った校 友 の総 数 は272人に の ぼ る本
格 的 な もの で あ った(Stover1930:76-77)。
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③ 卒業生調査 や授業評価 的活動
校友行政 の展開は公 的 「訪問調査」的な 「学校評価 」に とどま らず 、 さらに突 っ込んだ私的 「卒
業生調査 」的な 「学校評価」にまで発展 した。例 えば1893年、ブラ ウン大学のAndrews学長 は、 メ
デ ィカル スク0ル において導入 を予定す る新 しい コースについて校友 の意見を参考 に している。 ウ
ェスタン ・リザーブ大学(現 ケース ・ウェス タン ・リザーブ大学)学 長のThwingは1906年、1891
年以後の全 ての校 友に対 して ウェスタン ・リザーブ大学の学士課程教育 に関 して良かった点 と悪か
った点を質 問 している。オハイオ ・ウェス レヤ ン大学学長のWelchは聖職者 となった校友、公立学
校 の教員 になった校友 のそれぞれ に対 して学士課程教育の良かった点や悪かった点 をたず ねてい る
(Stover1930:85-86)o
そ して1925年、オバー リン ・カ レッジ学長 のKingは1899年か ら1923年に卒業 した全学部 の全ての
校友 に対 して、オバー リン ・カ レッジの学士課程教育全般 に関す る 「顧客満足度調査」並み の調査
を行った。 「自分の子供 をオバー リン ・カ レッジに入学 させた、あるいは させ るか ど うか」とい う質
問については、491人の校友が 「自分 の子供 もオバー リン ・カ レッジに入学 させた、あ るいは させ る」
と答 えているのに対 し、469人の校 友が、 「入学 させていない、あ るいは させ ない、 も しくは不明」
と答 えている。続いてオバー リン ・カ レッジでは、1928年に学長 のWilkinsが学内の給与体系改革の
基礎データ として、ほ とん ど授業評価 と言える卒業生調査 を行った(Stover1930:83-88)。訪問調
査的な 「学校評価 」 とは別 に、卒業生調査を通 じて各校友 の個人的な意見 を調査票で募 る 「学校評
価」 を求めた流れを考 えれば、その先の卒業生調査では校友それぞれ の 「授 業評価」 を求める流れ
になるのはある意味で必然か もしれ ない。
6そ の他の活動
① 校 友会 報 の 創刊
卒 業 生 の組 織化 で は一 歩 遅 れ を取 った イ ェー ル 大 学 だ っ たが 、 卒業 生 に よ る卒 業 生 の た め の雑誌
で あ り、い わ ゆ る校 友 雑 誌 や校 友 会 報 と して は ア メ リカ で最 初 の もの とな るTheYaleA!umnlWeekly
を1891年に創 刊 した(Shaw1922:680)。これ は1890年に 寄付 金 募集 校 友 組 織 で あ るTheYaleAlumni
FundAssociationをア メ リカ で初 めて組 織 化 した こ とに 引 き続 く もので 、この こ とは寄付 金 を募集 す
るた めに は校 友雑 誌 を連 動 させ る こ とが 効果 的 で あ る こ とが19世紀 末 の時 点 で既 に認 識 され てい た
こ とを意 味す る。 そ の後1892年にハ ー バ ー ド大 学 がHarvardGraduates'Magazineを創 刊 し、 ミシガ
ン大 学 はTheMlchlganAlumnusを創 刊 した(Shaw1922:683)。
② スポー ツ
アメ リカのカ レッジや大学の特徴 の一つである巨大な大学スポ0ツ ビジネスの萌芽 も校友 との関
係 の中に見 られ る。 アメ リカのカ レッジや大学 では1859年まで本格 的な体育館 は無かったのだが、
1859年か ら1860年にかけてアマース ト ・カ レッジ、ハ0バ0ド 大学、イ ェ0ル 大学の各校 で体育館
が竣工 した。 アマ0ス ト ・カ レッジの設備 は15,000ドル と最 も建設費 のかかったものだったが、そ
のわずか16年後の1877年、ハーバー ド大学の一人の校友が 当時最 も豪華な体育館 であるHemenway
Gymnasiumの建設 に110,000ドル を寄付 した。こ うした母校のスポー ツに対す る寄付 は、1890年代以
降、大学間のライバル 関係 が発展す るのに従 って、校友 の母校への愛着 に結 びつ き、校友 の思いが
大学間のライバル関係 に さらに拍車 をかけ るとい う関係 が成立 した(Stover1930:21-24)。
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③ 大学昇格運動
19世紀後半はア メ リカの当時の 「カ レッジ(college)」が 「大学(university)」へ と変革す る時期
にも重な り、この局面 においても校友の貢献が求め られた。ハーバー ド大学 においてはEliotが1870
年 の卒業式 において、「大学」の立場での機 関運営には 「カ レッジ」の場合 よ りも運営資金 が必要で
あるため、 さらな る校友 の貢献が必要であ ることを訴えてい る。 ジ ョー ジタウン大学ではHealy学
長 が、「カ レッジ」か ら 「大学」へ の変革 に際 して必要な校舎の増築 に関 して、1877年に校友 の貢献
を求 めた連絡 を送付 してい る(Stover1930:29-31)。
④ 施設設備
卒業生の組織化 とともに進展 し現代の校友行政 にまで繋 がる特質 として、校友会館(同 窓会館 、
AlumniHa11)の建設 があげ られ る。1885年の年次報告において コーネル大学の学長Whiteは、卒業
生 の便宜を図るため、お よび学校側 が運営上に利用す るため とい う二つの 目的で、卒業生に校友会
館 の建設 を求 めた。 実際の教育に直接結びついてい る教室や図書館 ではな く、機 関経営管理側であ
る大学運 営本部の建設 を、校 友会館 とい う名 目で卒業生に依存す るとい う全 く新 しい建設方法だっ
た(Stover1930:31)。
⑤ 卒業生による学生募集、入学生選抜戦略
卒業生による新規学生 の勧誘 は19世紀後半に始まった。ダー トマス ・カ レッジ学長 のTuckerは西
部や太平洋側 の卒業生に学生を送 るよ う毎年依頼 していた。コル ビーの学長Sma11は1889年か ら1892
年 の三学年 に渡 る入学生 の調査結果 か ら、学生達の入 学理 由が卒業生 による影響 であることを発見
した(Stover1930:33-34)。20世紀 に入 ると校友行政を通 じた卒業生 による学生募集 への参加 も始
まった。デ ィ ッキ ンソンの学長Reedは1908年、各卒業生 がそれぞれ一人の入学候補者 の住所 と氏
名 を知 らせ るよ うに求 めた。 さらにダ0ト マス ・カ レッジの学長Hopkinsの指導 によ り、1922年ダ
ー トマス ・カ レッジでは新 しい学生募集選抜 システムを導入 した。 このダー トマ ス校友選抜 システ
ムは、まず各校友が全 国統一の質 問票 に従 って面接 を通 じて各受験生 の評価 を行い、 さらに各受験
生 が所属す る地域を担 当す る当該地域のダ0ト マス校友委員会が評価 を行 うとい うもので、校友の
意見が非常に重要な ものだった(Stover1930:89-92)。
7校 友 行 政(AlumniRelations)の完 成
1927年とい う年 に 、現 在 の 同 窓会 の全 米組 織 で あ るTheCouncilfbrAdvancementandSupportfbr
Education(CASE)の前身 で あ るTheAmericanAlumniCounci1(AAC)が創 設 され 、 あ る意 味 で 実務 面 に
お け る校 友 行 政 の完 成 が見 られ た。 同時 に1927年とい う年 は、校 友 行 政 とい う研 究 分 野 の完 成 を象
徴 す る初 め て の全 国調 査 がGrantによっ て行 われ た年 で もあ る。 こ うした象 徴 的 な事例 が重 な った
こ とや 、 そ の後 の校 友 行 政 と卒業 生 研 究 の展 開 を考 慮 に入 れ て 、本 論 考 で得 られ た一 つ の知 見 と し
て1927年を 「校 友行 政(AlumniRelations)完成 の年 」、 とみ な したい 。
①1927年、校友会の全国学会設立
組織化 された校 友活動 をアメ リカ独特の ものであるとしたSailorは、 さらなるアメ リカの特色 と
して複数の大学 の同窓組織 に よる合 同組織 の設立 をあげた(Sailor1930340)。まず各大学 の校友
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事 務 担 当 者 に よ っ て 全 米 初 の 校 友 会 の 合 同 団 体 で あ るTheAssociationofAlumniSecretaries(AAS)
が 、1913年にOhioStateUniversityに設 立 され た 。 設 立 以 来 、AASは 、 毎 年 学 会 を 開 催 し、 同 時 に
年 に 一 度 の 学 会 誌 を 発 行 した 。 そ う した 成 果 は1917年、HandBookofA!umniWorkとして ま と め ら
れ た(Shawetal.1917:18-22)。
1918年に は 校 友 雑 誌 の 編 集 団 体 の 全 国 組 織 で あ るTheAlumniMagazinesAssociated(AMA)が設 立
され 、AASと 合 同 で 、HandBookofAlumnlWorkの改 訂 版 で あ るTheManua/ofAlumniWorkを1924
年 に 出 版 し た(Sailoretal.1924)。そ の 後 、1925年に はTheAssociationofAlumniFunds(AAF)が設
立 され た 。
そ して1927年、AASとAMAとAAFの 三 団 体 が 合 併 し、 校 友 行 政 担 当者 の 連 合 組 織 で あ る と同 時
に 、 学 会 組 織 と し て の 機 能 も果 た すTheAmericanAlumniCouncil(AAC、現 在 のTheCouncilfbr
AdvancementandSupportofEducation、CASE)が設 立 され た(Sailor1930:339-340)。
そ の 後 活 動 を 本 格 化 したAACは 、 設 立 当 初 か らの 目的 で あ る全 国 的 な 同 窓 活 動 や 、 出 版 活 動 の
支 援 を行 う一 方 で 、TheAmericanAssociationfbrAdultEducation(AAAE;現在 のTheAmerican
AssociationfbrAdultandContinuingEducation、AAACE)との 協 同 で 、 卒 業 生 へ の 教 育 に ま で 活 動 の
幅 を 広 げ て い く(Sailor1930:341)。
②1927年、DanielGrantによる校友行政調査
大学関係機 関による卒業生への継続教育や生涯教育への視点の展 開に関 した研究調査がDanielL.
Grantによって1927年に行 われた。 この調査 は、同年に誕生 したばか りのAACの236の参加機 関を
対象 に行 われた。いわゆる校 友行政や生涯教育 といった分野 を対象 とした体系的な調査 としてはア
メ リカでは最初の ものであ り、1928年のAACの 学会において発表 された(Grant1931:16-23)。
この調査 に基づいたGrant(1931:16-17)によれば、最初 に卒業生への教育サー ビスプ ログラム
を開講 したのは第一次世界大戦直後 のアマース ト ・カ レッジで、その後卒業生へ の継続教育 、生涯
教育的プ ログラムの発想 は次第に広 まってい く。1925年にはペ ンシルバ ニア大学のPenniman副学長
が生涯教 育へ の大学の参加 を促す声 明を発表 し、1928年には前述のAACとAAAEの協同活動 が始ま
る。
Grant(1931:17-18)の言 うところの、明確 な意 図を持 って計画 された 「知的サー ビス(intellectual
services)」は、読書会の開講や、講習会の設立、通常講義へ の参加 な ど様 ・々な形式 を通 じて、ス ミ
ス ・カ レッジ、 ヴァッサー ・カ レッジ、 ラファイエ ッ ト・カ レッジ、ニュー ヨー ク大学、ハーバー
ド大学、イェ0ル 大学 、ペ ンシルバ ニア大学な どによって続 々と採用 された。 ただ し、その数は最
終的 には約50から60にとどま り、数百の大学は1930年頃にや っと取 り組み を始 めた程度 だった。
Grant(1931:18-21)はまた、14のカ レッジや大学の約1000人の卒業生に対 して、卒業後 の知的
活動 と教育に関す る簡単 な卒業生調査 も行 ってお り、卒業生の興味は大学在籍 時の興味の範 囲をさ
ほ ど超 えないな どの成果 を得ている。 この よ うな研 究や調査 を通 じてGrant(1931:21-23)は、各
大学 に よる卒業生への知的サー ビス活動 、いわゆ る生涯 教育が、実際 には母校 のカ レッジや大学
(AlmaMater)に対す る卒業生の経済的あ るいは政治的支援 を促す活動 と密接 に結びついてい るこ
と、つま り校友行政 との関連があるこ とを指摘 してい る。
③AlumniRelations完成 の 年J927年
1922年、Scrlbner's/lilagazlneにWilfredB.Shawが、"ANewPowerinUniversityAffairs"と題 して 卒
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業生や同窓会 とカ レッジや大学の関係 をと りあげた校友行政 に関す る論文 を発表 して以来 、高等教
育研究の世界 において校友行政 は研究分野の一部 を形成す るよ うにな り、1930年にはR.W.Sailorが
"TheAmericanAlumniCouncil"を、WebsterS.Stoverが、"AlumniStimulationbytheAmericanCollege
President"を発表 した。さらに前述のDanielL.Grantによる研究成果 がThe/ourna/ofHlgherEducation
に、"lntellectualLifeofAlumni"として発表 され たのが1931年で ある。 続 く1934年には"Alumni
Relations"とい う題 目の論文 がRobertWilliamsによって発表 されてい る(Williams1934:327-331)。
本論文は106のカ レッジや大学 を対象 に行 われ、大学の管理運営 と校友組織や校友幹事の関係 を中心
に校友行政 に関す る調査 をま とめたものである(Williams1934:327)。1938年にはJ.L.Morril1が
"ImprovingAlumniRelations"を発表 し、前身組織 であるAASが1913年に設立 され て以来のAACの
四半世紀の活動の歴 史を振 り返 りつつ、校友組織 と母校 のカ レッジや大学の関係 の現状、そ して将
来的な関係 について論考 を進 めている(Morrill1938:235-242)。つま り1938年頃には、校友行政 と
い う研 究分野 について歴史的に振 り返 る環境 が成立 していたよ うに思 われ る。
この よ うに、1930年前後 に研 究分野 としての一定の基盤 を確 立 して以来、アメ リカのカ レッジや
大学 における校友行政 に関 して様 々な研 究が重ね られた。一方1930年前後か ら、卒業生や校友組織
の研 究 に関 して、卒 業生や 校友 そ の ものに焦点 を 当てた調査 を中心 とす る卒業生研 究(Alumni
Studies)とよばれ る新 しい潮流 が生まれ た(Pace1979:48-50)。た しかに卒業生研究 とい う言葉は
1930年以前 にも時折使用 されてはいたが、その研究対象 はあ くまで も校友行政 である。 卒業生調査
を通 じた調査 を行った場合 においても、それ はあ くまで も 「母校(カ レッジや大学 といった高等教
育機i関)と校友(卒 業生)の 関係 」、っま り校友行 政に焦点 を置いた調査であった。他方Pace(1979:
48-50)が取 り上げてい る研究形態は、卒業生 とカ レッジや大学の関係ではな く、1930年前後 か ら始
まった、「卒業生その もの」を調査対象 とす る卒業生調査による、卒業生研究であった。っま り、そ
れ までの研究対象が高等教育機 関の経営的側面や、運営的、行政的側面、具体 的にい えば校友行政
であったのに対 し、卒業生その ものを対象 に した調査を通 じて高等教育機 関の教育その ものにまで
焦点 を発展 させた卒業生研究が胎動 したのである。
こ うした状況か ら、1930年前後 とい う時代 をアメ リカのカ レッジや大学における卒業生や校友組
織 の研 究にお ける転換期、つま り校友行政が一定の完成 を見 る一方 で、卒業生研究が始動す る時代
と捉 えることができ る。その際、校友会の全 国学会の設 立 と初めての校友行政 の全国調査 が、 同時
に行われた1927年を校友行政が完成 した ことの象徴 と考 えることができるであろ う。
N.ま とめ
1得 られた知見
以上、数章 にわたって、校 友の組織化や同窓会の発展 に関す るアメ リカにおける校友行政 の生成
発展の歴 史的構造を明 らかにす る ことを 目指 した。
1821年、 ウィ リアムズ ・カ レッジにおいて全米初の同窓会が創設 されて以来 、アメ リカのカ レッ
ジや大学では卒業生の組織化 が進み校友行政 が発展 した。 日本で取 り上げ られ るこ との多い寄付金
戦略や基金運用 とい った経営面 のみ な らず、FDや 大学評価 とい った教育改善の側 面、初年次教育
や キャ リア教育、継続教育 といった現代のカ リキュラム改革の基礎 的な側 面が、校友行政 の発展に
伴 って形成 された ことが確認 できた。加 えて、就職斡旋や 同窓会事業 な どの直接的な支援 のみな ら
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ず、未来の校友 として現役学生に対 し在学中か ら様 々な支援 を与え、卒業後の母校の支援へ と結び
つ ける。 さらに言えばそ うした母校 とのつなが り、そ してそれは寄付 とい う形 を とることが多いの
であるが、そ うした母校 との関係 を研究す ることこそが校友行政である、そ うした取 り組み姿勢が
アメ リカのカ レッジや大学の校友行政の概観 か ら明 らかになった。
そ して、1927年のAACの 創設、お よび 同年 のDanielL.Grantによる校友行政調査の実施 が、ア
メ リカのカ レッジや 大学 が長い年 月をかけて創 り上げた校友行政の一つの完成 を象徴 している とい
う事 も、今 回明 らかになった ことである。
2日 本への示唆
これ らの知見か ら明 らかになった、アメ リカの校友行政 におけ る教育面やカ リキュラム面の改善
活動は、 日本 の校 友行政 の文脈 において忘れ られがちであ り、アメ リカの校友行政 における先例は
大 きな示唆 に富む。 同時に 日本 の大学が、現代 のアメ リカの基金運用や寄付金戦略 を闇雲 に模倣す
るこ との危 険性が、 こ うしたアメ リカの校友行政の歴 史か ら伺い知 るこ とが出来 る。つま り、アメ
リカではハーバー ド大学 の開学以来 、最初の同窓会が誕 生す るまで200年の歳月 を必要 とし、最初の
同窓会が ウィ リアムズ ・カ レッジに創 設 され て以来、100年の歳月 をかけて校友行政 を完成 させ た。
そ して校友行政が完成 してか らさらに約100年の年月 を経て こそ、現在 のアメ リカのカ レッジや大学
による基金運用や寄付金戦略の圧倒的な隆盛 があるのである。ハ0バ0ド 大学の大学基金 が三兆 円
を超 えているこ とは よく知 られているが、ハーバー ド大学 が今か ら約百年前に既 に授 業料収入 を超
える基金運用収益を上げていた ことは、 日本 ではあま り知 られていない。アメ リカのカ レッジや大
学 の経営面にお ける校友行政の長 い歴史を十分 に理解す るこ とな しに、アメ リカの寄付金戦略や基
金運用を拙速 に模倣す るこ とは危 険である。 それ と同時にアメ リカの校友行政 が担 ってきた教育改
革や組織 改善 とい う機能 を理解す るこ とは、 日本 において今後本格 的に校友行政 に取 り組む際 に重
要 な示唆を与 えて くれ るはずである。
3今 後の研究課題
今回の研究 を通 じて、アメ リカにお ける校友行政の成 立か ら発展 そ して完成 の歴史が明 らかにな
った。今後 は本文で も取 り上げた通 り、アメ リカのカ レッジや大学において校友行政の完成 の後に
発展 した卒業生研 究について明 らかにす ることが求め られ る。一方 で 日本の卒業生の組織化 につい
ては、天 野(2000)が日本の同窓会 の類型化 に関す るモデル を示 してい るが、今 回のアメ リカのカ
レッジや大学 に関する卒業生の組織化 と校友行政の研 究をふま えた新 しい枠組み を提示す るこ とも
今後の大きな課題 といえる。その際、寄付募集 な どの経営面のみな らず教育改善や組織 改善 の側 面
をも視 野に入れたアメ リカの校友行政の歴 史 とい う、今 回得 られた知見 を十分 に活か した本格的な
取 り組 みが求 め られ よ う。
注
注1:東 京大学は今回の創立130周年記念募金キャンペーンなどを通じて、短期的には500億円、長期的には2000億円規模
の東京大学基金を確立することを目標 としている。同時期に早稲大学の125周年キャンペーンなど多 くの大学が東
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京大学同様の周年事業を開催 したが、その多くは従来同様の単発の記念事業型募金を中心としたキャンペーンであ
った。サブプライムローン問題に端を発する経済環境の悪化は、駒澤大学がデリバティブ取引で154億円の損失を
発生 させ、慶慮義塾大学が225億円の株式含み損を発生 させたが、短期的な視野におけるこうした悪条件を考慮し
てもなお、グローバル化やユニバーサル化による国内外の競争の激化は、日本の高等教育機関が基金の拡大や財務
基盤の安定を目指さざるを得ない背景 となっている。
注2:本 文 中で も触れてい るように"AlumniRelations"は「卒業生 と大学の関係」であるが適訳が見当た らない。PRを「パ
ブ リック ・リレーシ ョンズ」と表記す るよ うに「アラムナイ ・リレー シ ョンズ」としたい ところだが定着 してい ると
は言 えず、 「卒業生関係」、 「同窓会業務」といった訳語 も正確 とは言えない。そ こで本論では、私立大学連盟が1987
年 の特定研修 で使用 して以来、時において使用 されてきた 「校友行政」とい う訳語 を、行政府 の活動 と紛 らわ しい表
記 ではあ るが、使用す る。
注3:"Alumni"の訳出については、固有名詞な ど特定 の訳がついてい る場合 を除 き基本 的に 「卒業生」 で統一 した。 「卒
業生」の うち、一定の 目的を持って活動す る、あるいは何 らかの意図の下に組織化 された ものに 「同窓生」や 「校
友」の訳語 をあてた。"AlumniAssociation"の訳 出については、卒業生 自身 によって 自然発生的に組織化 され る通常
の卒業生団体を 「同窓会」、機 関側の主導 によ り大学 の利害関係 を重視 して組織化 され るもの を 「校友会」とした。
なお、 日本語 の 「同窓会」 は、同窓生 同士に よる一時的な行事 のことを指す こともあるが、 ここでは恒常的な 「団
体 ・組織」 としての 「同窓会」 を主に取 り上げる。
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